（別紙様式４－１）　  　                 　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　    　　（県立高等学校・中学校用）
（熊本県立高森高等）学校　令和元年度（２０１９年度）学校評価表
	１ 学校教育目標

	「一人一人が輝く学校」～個性を尊重し　学びを深め、優しさ、強さあふれる人へ～の標語のもと、魅力ある学校つくりと地域の信頼で、４１名以上入学を目指す。
◎ＩＣＴを活用した授業実践力を強化し、深い学びに繋げ、全学力層に魅力ある授業を展開する。
◎個々への丁寧な指導等、地域に本校の楽しさや実績、有利さを発信し、地域と連携を図る。
　◎職員が交代しても継続できる進路指導体制を構築し、広い視野で将来を見据える生徒を育成する。
（1） 学力の向上と進路指導の充実　　　　　　　　　
（2） 健全な心身の育成
（3） 地域社会の期待に応える学校づくり
（4） あるべき姿を語り、実践する職員集団


	２ 本年度の重点目標

	（1） 言語活動の充実、論理的思考力・情報発信能力の育成
（2） 生活指導の徹底
（3） 個に応じた学習指導と進路指導の徹底
（4） 人権文化の創造、道徳教育の充実
（5） 地域と連携した教育活動の展開


	３ 自己評価総括表
	
	


	    評価項目
	評価の観点
	具体的目標
	具体的方策
	評価
	成果（〇）と課題（△）

	大項目
	小項目
	
	
	
	
	

	学校
経営

	持続可能な指導体制の構築
	○働き方改革を意識した業務改善
	○５分掌部の効率的な業務の整理を行う。
○新たな部活動指導体制を整備する。
	○各分掌部の1年間の業務の「見える化」により業務の視覚化を図る。
○アンケートや保護者連絡はClassiを活用し、集計・印刷業務負担を軽減する。
○本校部活動マニュアルを新たに作成し、全部活動が、月間計画と年間計画に基づいた活動を行う。
	3.5
	〇行事・業務を校務支援システム（ゆうネット）の「本日の行事」に掲載し、周知した。
△各部の業務一覧表を作成し、業務内容の確認と担当の再検討を行う。
〇Classiの活用を図り、お知らせ３０件以上、アンケート２０件以上配信した。
△学校評価の保護者アンケート回答は昨年度（３割弱）よりも伸びて６割になったが、Classi活用の利点を伝え全員登録（アプリ取得）に努める。
〇文化系・運動系を合わせたマニュアルを作成し、活動計画立案報告も９月以降導入した。
△保護者・生徒には、年間計画は年度始めに、月間計画は前の月末までには、Classiで周知する。

	
	教育実践の情報発信

	○入学者数を確保
○生徒・保護者・職員・同窓生を巻き込みんだ情報発信
	○魅力創造発信事業を活用し、オープンスクールの参加者数を80名以上確保、入学生を４１名以上確保する。
○学校評価項目４「各種教育活動や本校の良さを地域・保護者に伝えている」の項目でＡ評価の割合を保護者・生徒ともに６割、職員は８割を目指す。
	○生徒が出身中に出向きオープンスクールの案内を行う。
○各職員が訪問する中学校を担当制にして、継続と深化を目指した情報提供を図る。
○Classi、ＨＰとFacebook、
ＴＰＣで、行事や学校生活、各種チラシをＰＲすると同時に、保護者・生徒・同窓生と情報共有を図る。

	3.0
	〇出身生徒がオープンスクールに関する各中学校の案内を作成した。
△生徒が持参できなかった学校もあったので、各中学校のリーダーを決めて、生徒自らが持参できるように、作成時期を計画する。
〇中学校の担当者を決めて訪問することができた。
△オープンスクール参加者は保護者も入れて５６人（昨年度比+１４名）で、８０人を確保できなかった。訪問時にチラシ配付以外にどのような情報を伝えるか等、細かい戦略が必要である。
〇チラシGOODNEWSを昇降口・玄関・図書館に掲示し、Classiで保護者に配信した。学校評価アンケート項目４のＡ評価は、保護者45％（-8.9）、生徒37％（+1.7）、職員73％（-4.2）。プラス評価の総合は、保護者７％アップ、生徒５％ダウンであった。
△学校チラシは生徒にもClassiで配信したり、TPCでのPR活動は生徒会の他に、委員会や部活単位等での取組みを働きかけ、生徒の主体性と関心を高める。

	学力
向上

	ＩＣＴを活用した授業の工夫改善をとおして、個に応じた学習指導の実践
	〇ＩＣＴを活用した授業実践
〇主体的・対話的で深い学びの実現に向けた魅力ある授業
	〇授業でのＩＣＴの積極的な活用を推進する。
〇新学習指導要領に基づいたシラバスの作成や授業評価を行う。
	〇全職員が日常的にＩＣＴを活用した授業を実施する。
〇公開授業を１１月に行い、多くの方に授業を参観していただく。
〇スーパーティーチャーを招聘し、指導力の向上を図る。
〇新学習指導要領に関する教科会や職員研修を実施し、授業改善を図る。
	3.3
	〇全職員が日常的にＩＣＴを活用した授業を実施することができた。
〇参観授業（６月）と公開授業（１１月）を実施した。
△案内の時期や方法を見直し参観者を増やし、授業改善の手立てとする。
〇国語・英語ではスーパーティーチャーを招聘し、指導・助言をいただくことができた。
△来年度は、数学科もスーパーティーチャーを招聘し、新教育課程に則した指導力向上を図る。
〇５月に教科に提案してもらい、夏の教育課程研究協議会の内容は復講し共有した。
△教科会と教育課程検討委員会を計画的に開催し、新教育課程を次年度完成させる。また、評価の方法も新学習指導要領に準じ再構築する。

	
	
	○言語活動・論理的思考を育む教育活動の研究
	〇図書館活動を推進する。
〇校内検定を通し、基礎学力の定着を図る
	〇朝読書だけでなく、グローカル・プロデュースや授業等、様々な教育活動で図書館を積極的に利用する。
〇校内検定の内容を検討し、新学習指導要領や本校生徒の実態に合った新たな冊子を作成する。
	4.0
	〇図書館で朝読書やグローカル・プロデュース、読み聞かせなど利用者は増えている。
〇校内検定の内容を各教科に見直してもらい、改訂版を作成した。
△新年度から新しい校内検定を利用し、基礎学力の定着を図る。

	キャリア教育
(進路
指導)
	本校に適したキャリア教育の実践と進路指導システムの構築
	○個々の生徒に応じた進路支援と指導体制の構築
	〇進路希望に対応した指導を実施する。
〇キャリア教育と指導体制を完成させる。
〇総合的な学習/探究の時間「グローカルプロデュース」の充実を図る。
	〇進路希望調査（年３回）全生徒への進路面談を実施し、個に応じた指導計画を策定する。
〇高森高校「進路の手引き」を作成し本校職員全員が指導できる体制を完成する。
〇地域、大学等との連携を密に実施する。
	4.0
	〇面談を実施し、学年と連携して指導を行うことができた。

〇「進路の手引き」を作成した。４月に全職員に配付する。
〇熊本大学との「寺子屋」に加えて、熊本県立大との連携事業２件、大隈塾の実施、南鉄高森駅・道の駅構想のワークショップなど、生徒の進路希望に応じた連携を考え、多くの事業に参加した。

	生徒指導
	基本的生活習慣の確立と情報モラルの遵守
	○情報モラルの遵守とＳＮＳ使用のルールの再構築
	〇ＳＮＳを介した問題行動の未然防止、早期発見に努め、様々な機会を捉えて情報モラルについての意識を高める。
	〇高森警察署と連携して情報モラルＬＨＲを６月に実施する。
〇後援会総会での各部連絡を通して家庭へ注意喚起と連携強化を呼びかけ、各家庭での携帯電話のルールを確立する。
〇全国・県内のＳＮＳ関連事案を紹介し、必要に応じて臨時全校集会等を実施し注意を喚起する。
	3.4
	〇情報モラル・薬物乱用防止ＬＨＲ（６月）で高森警察署から講師を招いた。
〇年２回の後援会総会で保護者へ携帯電話の使用について注意喚起と各家庭での携帯電話のルールの確立を呼び掛けた。
△生徒・保護者が共に参加する共汗の日にも携帯電話の使用について注意喚起と各家庭での携帯電話のルールの確立を呼び掛ける。
〇心のアンケートでSNSの言葉遣いに関しての反省の記述があったので、臨時に全校集会を開き注意を喚起した。
△SNSに関する事案等あれば生徒だけでなく、Classi等を活用し保護者とも情報を共有する。

	
	
	○基本的生活習慣と交通安全への意識の向上
	○各生徒が進学・就職決定を意識した生活習慣を身に付ける。
〇安全点検、講習会参加等を施し交通違反、事故をなくす。
	〇各学期の頭髪服装検査（始業式、終業式、夏服冬服移行後、行事前）を実施し、整容の乱れをなくす。
〇登校指導における、挨拶指導、服装指導、遅刻指導を実施する。
〇年度当初の自転車・原付通学生集会の実施と交通ルール・マナー遵守の説明及び安全点検を実施する。
〇原付実技講習会への原付免許所有者の参加率１００％となるよう計画・指導する。
	3.5
	〇頭髪服装検査では事前に実施日を予告した。
△期末考査の最終日に頭髪服装検査を追加し、生徒が自らの整容を見直す回数を増やす。
〇生徒会が自ら登校時の挨拶運動を実施した。挨拶はコミュニケーションの第一歩であることを伝え、服装指導・遅刻指導と併せて継続して実施する。
〇年度当初に自転車・原付通学生集会に加えて、臨時で原付通学生集会を実施して、慣れや気の緩みが事故につながらないように注意喚起を行った。
〇夏季休業中、秋の交通安全運動中の２回の原付実技講習会を実施し、原付免許所有者の参加率１００％となった。

	人権教育の推進
	自他の命を大切にする人権感覚の育成
	○生活の中で気づき､考え､行動できる人権意識の育成

	○生徒が自他の違いを認め、その大切さを認識することができ、生活の中で気づき、考え、行動できるようになる。
○教職員が人権の意義・重要性についての基本的認識を深めること、正しい知識理解を得ること、実践上の課題や情報を交換することができるような効果的な研修充実を図る。
○特別支援教育委員会との連携を図る。
○保護者への啓発活動を行う。
	○人権教育ＬＨＲ実施する。
（年３回）
○全校集会を実施する。
（年７回）
○高森町人権同和教育推進協議会研修に参加する。（年４回）
○職員研修を実施する。（校内５回、校外１回以上参加）
◯人権教育推進委員会と特別支援教育委員会を合同実施し情報共有を図る。
◯保護者会総会時に文書配付と呼びかけを行う。
	3.6
	○３年間を見通した計画を立て、年３回のＬＨＲを計画通り実施できた。また、人権教育ＬＨＲに全職員が参加する形式で実施した。
○全７回の全校集会を実施し、具体的に人権について生徒と共に考えることができた。
△全校集会が短時間で効果的に行えるように、更なる工夫が必要である。
〇教務や部活動顧問と連携をとり、年４回の研修に参加することができた。出張等で参加できなかった職員への研修内容の復講も実施することができた。
○職員研修を計画通り実施した。
△校外の研究集会の案内方法を見直し、一人１回以上の研修受講を継続する。また、ハンセン病の学習方法と内容に関する職員研修で提案された様々な手法や内容を職員で共有し、今後のＬＨＲに生かす。
○隔週で委員会を開催し、連携して情報共有や取組についての話し合いができた。
△委員会でＬＨＲの計画案を検討し、早めに職員に提案できるようにする。

○総会時に文書を配付し、人権擁護について訴えた。
△「言わない・書かない・提出しない」以外の生徒が学習しているハンセン病や水俣病等人権問題についても、クラッシーを活用したり文書を配付したりして、啓発を行う。

	
	
	○一人一人の教育的ニーズを把握し持てる力の育成
	○職員間の横の連携を密にし、困り感を抱えている生徒の早期発見、早期対応を図る。

	○学びのＵＤ化をテーマとする公開授業を実施する。
○職員研修で学びのＵＤ化をテーマとする授業スキルについて意見交換を実施する。
○個別の教育支援計画、個別の指導計画を作成し活用する。
○定期的な生徒理解研修を実施する。
○心の問診票や保護者による気づきメモ等を活用する
○ＬＨＲでのストレス対処教育を実施する。
○ＳＣの面談の実施と特別支援学校を始めとする外部専門機関との連携を図る。
	3.4
	○第２回阿蘇エリア会議で学びのＵＤ化をテーマとした授業研究を実施した。
〇学びのＵＤに関する授業研究の指導案とレポートや、今年度のエリア会の討議内容も含めて、学びのＵＤの復講を実施した。
〇個別の教育支援計画と個別の指導計画に関して職員間の共通理解を図ることができた。
△生徒・保護者と面談を行い、１学期中に作成し指導・支援に当たる。
○中学校からの引継ぎや保護者・職員による気づきメモ、心の問診票等を活用して生徒理解研修を３回実施した。また、校内委員会で意見交換を行い、ＳＣの面談を早期に実施することができた。
○４月、１１月のＬＨＲで１、２年生を対象にストレス対処教育を実施した。
△各学年の生徒の現状を見ながら年度によって内容を入れ替えて行う。
○ＳＣの定期的な面談を月２回ずつ実施し、生徒の困り感の解消に効果を上げることができた。また、北部発達障がい者支援センターから職員を迎えて授業見学や職員とのヒアリングを行い、御助言をいただいた。
○共汗の日の講演にＳＣを迎え、コミュニケーション能力向上のためのロールプレイングを交えた講話やグループワークによる生徒・保護者・職員参加型の研修を実施することができた。

	いじめの防止等
	いじめに気付き、いじめを許さない環境づくりの推進
	○いじめを許さない姿勢の育成と早期発見に向けた組織的取組
	○いじめの未然防止や早期発見、いじめが起きた場合の迅速な対応を行うため、保護者と学校、専門機関との連携の強化を図る。
	○ＬＨＲや全校終礼等を活用した道徳教育を実施する。
○サインの日通信を毎月発行する。
○心のアンケート（年３回）の集計結果についていじめ防止委員会で分析し、職員研修で情報共有を行う。
○スクールサインを活用する。
○いじめの被害者並びに加害者に対するＳＣを面談する。
	3.3
	○全校終礼で職員の講話を毎回実施し、命の大切さ等について生徒が考える機会を設けた。
△講話担当者と事前に内容確認を行い講話の充実を図る。
○生徒指導部の職員が交代で毎月サインの日通信を発行した。
○心のアンケートを学期毎に実施し、ＳＣを交えたいじめ防止対策委員会で分析し、ＳＣより御助言をいただいた。アンケート集計結果等については、校内委員会や職員研修でも議題として取り上げ情報共有を図りいじめ防止に繋げることができた。
〇全校集会でスクールサインアプリ取得を説明し、全員が取得することができた。
○心のアンケートに出てくる回答だけを鵜呑みにせず、普段の生徒観察や声かけをこまめに行うよう心掛けた。気になることは学年会や校内委員会などで取り上げて、必要に応じて職員やＳＣの面談を行い、いじめの未然防止や早期発見に努めた。

	地域連携(ｺﾐｭﾆﾃｨｰ・ｽｸｰﾙ等)
	地域との連携強化と信頼の深化
	○生徒・職員一人一人による地域貢献
	○生徒は地域の行事やボランティア活動に参加する。
○職員は地域の行事や公開授業等に参加する。
	○避難所指定に伴い、共助を意識した防災教育を実施する。
○担任とボランティア担当者が情報共有を図り、生徒一人１回は地域の行事やボランティアに参加する。
○地域の行事や授業参観・公開授業等を紹介し、参加の取りまとめを行う。
	3.3

	〇阿蘇市で開催された全国防災ジュニアリーダー育成合宿に本校からも生徒職員が参加した。
△合宿からの学びも生かし、一年間を通して定期的な防災教育の実施を目指す。
〇一日一汗運動を「たかもりまちやってみらんねクリーン作戦」参加行事として実施し、生徒全員がボランティアに参加できた。又、ボランティアや行事の参加募集は、ＳＨＲや終礼でクラス全体に呼びかけをしたり、進路希望を踏まえ、関連のあるものは個別に声掛けをしたりした。
△ボランティア参加が自己の成長に繋がり、就職進学の際のアピールポイントにもなることを踏まえ、部活動顧問とも連携をとり、進路希望関係以外への参加を促す。
〇職員も地域の行事や公開授業に参加し、地域貢献・自己研修に努めた。
△小中高の行事に関して事前に情報共有を図り、小中学校の授業を参観する機会を確保する。

	健康安全教育
	健康教育・保健教育の推進
	〇心身の健康管理能力の育成
	〇自己の心身の状態について関心を高め、正しい知識を習得する。
〇新体力テストの個々の記録を向上させる。
〇自分の健康に関心を持ち、適切に健康管理ができる力の育成を図る。特に定期健診で受診勧告があった項目については、医療機関で受診し改善を図る。
	〇生徒・職員対象の応急手当講習会や薬物乱用及び喫煙の防止の教育を実施し、関連のパンフレット等を配付する。また。保健の授業との連携を図る。
〇継続した授業での体力向上プログラムを実施する。
〇保健だよりや食育通信を発行する。
〇生活習慣に関するアンケートを実施する。
〇受診率を上げるために、集会やClassiなどで生徒だけでなく、保護者への受診を勧告する。
	4.0

	〇ＡＥＤ講習会、薬物乱用防止講演会、性教育講演会を実施した。また、今年度より敷地内全面禁煙の取組を行った。
△次年度は応急手当に関する講習会も実施する。
〇体育の授業のなかで、体力向上のプログラムを実施し、体力向上優良校表彰を受賞した
〇「弁当の日」を実施したり、定期的に保健だよりや食育通信を発行したりした。
〇生活習慣に関するアンケート調査及びスマートフォンの利用状況調査を行った。その結果、スマートフォンの利用と生活習慣との関連を考え、１月からノーメディアデーを毎週木曜日に設定し、取り組んだ。
△ノーメディアデーの実施状況について、定期的にアンケートを実施し確認をする。
〇全校集会やClassiを利用して受診勧告を行ったり、受診対象者に対して個別面談を行ったりした。特に受診勧告が多い歯科について受診率の向上に努めた。
△歯科検診後の受診率の向上を目指す。

	
	環境教育の推進
	〇環境の維持保全に寄与する態度の育成
	〇各教科等において、環境問題に関連した授業を実践する。
〇学校版環境ＩＳＯについて生徒が主体となって取り組む組織を構築する。
	〇学校近隣への清掃活動ボランティアや美化活動のさらなる充実を図る。
〇一日一汗運動や風鎮祭片付けボランティアなどの機会を利用した活動を推進する。
	3.0
	〇共汗の日（８月）、一日一汗運動（１１月）で、高森駅や高森交流館の清掃活動を行った。
○共汗の日や一日一汗運動は雨天の場合は中止になるなど天候に左右されやすい面もあるが、地域や校内の美化や環境問題への意識啓発のためにも今後も継続する。
△学校版環境ISOについては美化委員会を中心として、清掃美化以外の取組み項目を再検討し、実施・啓発に努める。


	４学校関係者評価

	大項目に関する４段階評価はキャリア教育（進路指導）4.0が最も高く、次いで、学力向上が3.7、生徒指導・人権教育の推進・健康安全教育は3.5、学校経営と地域連携が3.3、いじめ防止が3.2であった。
【評価していただいた内容】
1 図書館の活動実績や生徒一人一人個々対応した指導により学習レベルも上がり、今年度もほぼ第一希望の進路決定１００％で、特に国
公立への進学が６人という結果に繋がっている。
2 日頃から生徒や先生方の頑張りを強く感じている。
3 少人数の学校の利点を生かし、生徒へのきめ細かな指導（学習・進路・生活）ができていると感じる。
4 学校の積極的な取組に心強く感じる。
【ご指摘やご助言をいただいた内容】
1 先生方と地域の方々との交流の場を持ち、地域に現在の高森高校の教育に関する情報を発信し続け、もっと知っていただくことが必要
である。
2 学校評価について、教育実践の情報発信の自己評価が「２．０」と低いが、これは、入学者数に結びつかなかったからの自己評価であ
ると思う。しかし、入学数だけで評価してしまうと、先生方の頑張りを否定してしまうことになるので、このような低い評価でなくて
もよい。
3 次年度への課題をたくさん出しておられるが、これまでも頑張っておられるので、無理をされないか心配である。


	５総合評価

	　キャリア教育に関しては、進路実績とその結果に至るまでの個々の生徒への指導を評価していただき、昨年に引き続き４．０の評価を頂いた。学力向上に関しては、昨年度よりも高い評価を頂いた。いじめ防止に関して、３．２の評価であった。これは、学校評価アンケートの「いじめ防止といのちを大切にする教育」の２項目に関するＡ評価が、保護者・生徒・職員共にいずれも４０％台であったことに起因すると思われる。しかし、全ての評価項目に関してＡ又はＢの評価を頂いており、「生徒の学力の向上や生活習慣をみると、先生方の努力が報われていると思う。」や「とても手厚い指導をしておられるのが分かる。」というご意見から、総合的に判断し、今年度の本校の取組みは評価できる。


	６次年度への課題・改善方法

	（1） 受検生４１名以上の確保を目標に定め、職員・生徒・保護者それぞれが発信者となり本校教育の情報発信に努める。
1 小規模校であることの利点を生かした個別指導、グローカル・プロデュースによる探究型学習、卒業後の進路の選択幅が広いという普通科の強みと、地域からの経済的支援について情報発信を続ける。
2 全職員・生徒・保護者で発信する情報内容の共有を図り、個々に発信者となる。
（2） ＩＣＴ活用推進校としてＩＣＴ機器の活用と情報モラル教育に努める。
1 Classi等のＩＣＴ機器を活用し、ＵＤの視点に立った教育と業務改善を推進する。
2 生徒指導部を中心に、保護者の協力を得て、全職員で情報モラル教育に努める。


